
ハングル混在文書見本

大宮ししょう

平成 年 月 日

木の葉影に

チョドンジン

木の葉影に青い街路灯

その灯りの下に君の痩せた横顔

屋根の間から小さな空

空の下には人々の波

夏はとうに過ぎ去り

通りにはいつしか冷ややかな風

季節はこんなにもたやすく巡るのに

僕たちはまたどれくらい

やっかいな関係でいなきゃいけないのだろう

木の葉影にか弱い星一つ

星明かりの下に君のちっぽけな夢が

闇はとうに押し寄せ

通りにはいつしか憩いの灯

その灯が目の前にあるというのに

僕たちはまたどれくらい

長い道を歩かなければならないのだろう

木の葉影に青い街路灯

その灯りの下に君の痩せた横顔


